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中
央
会
第　

回
通
常
総
会
・
役
員
一
覧　

２
〜
３
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組
合
等
の
動
き（
レ
デ
ィ
ー
ス
ク
ラ
ブ
・
優
良
建
具
展
示
会
な
ど
）　

４
〜
５

□新
 

ミ
ラ
ノ
だ
よ
り　

６　

海
外
レ
ポ
ー
ト（
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
）　

７

4
月
の
景
況
調
査　

８　

組
合
等
助
成
事
業
の
募
集　

９

支
所
だ
よ
り　
　
　

事
務
局
だ
よ
り（
中
央
会
組
織
変
更
ほ
か
）　
　

１０

１１

　

県
中
小
企
業
団
体
中
央
会
は
、

第
四
十
九
回
通
常
総
会
を
開
催

し
、
平
成
十
五
年
度
の
決
算
と

平
成
十
六
年
度
の
事
業
計
画
及

び
予
算
を
承
認
し
た
。

　

新
年
度
か
ら
、
従
来
か
ら
の

モ
ッ
ト
ー
で
あ
る
「
協
力
す
る
中
央
会
か
ら
提
案
す
る
中

央
会
」
か
ら
「
さ
ら
に
役
立
つ
中
央
会
を
目
指
し
て
」
を

モ
ッ
ト
ー
と
す
る
事
業
計
画
を
強
力
に
推
進
す
る
こ
と
と

し
て
い
る
。

　

経
済
を
取
り
巻
く
環

境
は
、グ
ロ
ー
バ
ル
化
・

大
競
争
の
中
で
厳
し
い

環
境
に
あ
り
、
な
か
で

も
中
小
企
業
は
産
業
構

造
変
革
の
真
っ
只
中
に
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
環
境
の
中
で
、
中
小
企
業
組
合
は
、
組
合

員
数
の
減
少
、
売
上
の
減
少
な
ど
組
織
力
を
弱
め
て
い
る

組
合
も
少
な
く
な
い
。

　

こ
の
た
め
、
中
央
会
で
は
組
合
の
組
織
強
化
の
た
め
従

来
の
支
援
に
加
え
、
組
合
事
務
局
体
制
が
弱
い
組
合
に
対

し
、
組
合
か
ら
の
要
請
を
受
け
「
事
務
の
受
託
」
を
受
け

積
極
的
に
組
合
を
支
援
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

　

中
央
会
の
補
助
金
収
入
は
、
国
の
三
位
一
体
改
革
な
ど

地
方
分
権
改
革
の
進
展
の
中
で
、
年
々
減
少
し
て
い
る
。

　

一
方
、
自
主
財
源
の
太
宗
を
占
め
る
会
費
収
入
の
伸
び

も
期
待
で
き
な
い
状
況
の
中
で
、
組
合
運
営
に
対
す
る
特

別
支
援
（
ア
ウ
ト
ソ
ー
サ
ー
）
は
、
中
央
会
の
新
た
な
収

入
源
と
し
て
大
き
な
期
待
が
か
け
ら
れ
て
い
る
。

　

こ
の
た
め
、
中
央
会
内
に
ア
ウ
ト
ソ
ー
サ
ー
チ
ー
ム
を

立
ち
上
げ
、
組
合
か
ら
の
支
援
要
請
に
応
え
る
た
め
の
体

制
を
整
え
て
い
る
。

　

ま
た
、
組
合
に
と
っ
て
は
人
件
費
と
余
裕
の
で
き
た
財

源
を
他
事
業
に
振
り
向
け
る
こ
と
や
、
場
合
に
よ
っ
て
は
、

厳
し
い
組
合
運
営
の
中

で
事
務
局
を
設
置
で
き

な
い
組
合
な
ど
は
、
事

務
局
職
員
を
配
置
し
な

い
で
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン

グ
す
る
こ
と
も
考
え
ら

れ
る
。

　

中
央
会
・
組
合
双
方
に
と
っ
て
の
効
果
は
大
き
い
も
の

が
あ
る
。

　

長
期
不
況
の
中
で
、
組
合
こ
そ
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト

の
役
割
を
担
う
べ
き
で
あ
る
。

　

中
小
企
業
支
援
体
制
の
一
翼
を
担
う
中
央
会
は
、組
合
・

会
社
・
任
意
グ
ル
ー
プ
・
多
角
的
連
携
組
織
等
に
対
し
、

キ
メ
細
か
な
支
援
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、「
さ
ら
に
役
立
つ

中
央
会
」
と
し
て
、
中
小
企
業
の
皆
さ
ん
か
ら
期
待
さ
れ

る
役
割
を
果
た
し
て
い
き
た
い
。

�
…
�

『
�

』（
平
成
十
五
年
四
月
〜
十
七
年
三
月
）

URL　http://www.chuokai-gifu.or.jp E-mail　info@chuokai-gifu.or.jp

組
合
事
務
を
ア
ウ
ト
ソ
ー
サ
ー

さ
ら
に
役
立
つ
中
央
会
目
指
し
て　

県
中
小
企
業
団
体
中
央
会
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に
策
定
し
た
『　

世
紀
を
展
望
し
た

21

中
央
会
の
役
割
』（
中
長
期
ビ
ジ
ョ

ン
）
を
基
礎
と
し
、
さ
ら
に
役
立
つ

中
央
会
を
目
指
し
て　

世
紀
を
展
望

21

し
た
事
業
推
進
を
行
っ
て
い
く
」
と

あ
い
さ
つ
し
た
。

　

議
案
審
議
で
は
辻
会
長
が
議
長
の

下
、
森
本
専
務
理
事
が
十
五
年
度
収

支
決
算
や
予
算
な
ど
の
各
議
案
に
つ

い
て
、
大
型
ス
ク
リ
ー
ン
を
使
っ
て

説
明
し
た
。

　

十
六
年
度
予
算
額
は
二
億
六
千
三

百
万
円
余
と
な
り
、
前
年
に
比
べ
二

千
六
百
万
円
余
の
減
と
な
っ
た
。

　

重
点
活
動
目
標
は
①
ベ
ン
チ
ャ
ー
育

成
と
中
小
企
業
育
成
対
策
②
緩
や
か

な
連
携
を
含
む
組
織
化
対
策
③
組
合

た
。

　

な
お
、
主
な
来
賓
は
次
の
と
お
り
。

　

▽
福
田
洋
一
中
部
経
済
産
業
局
産

業
振
興
部
長
▽
梶
原
拓
岐
阜
県
知
事

（
代
理

：

坂
本
桂
二
岐
阜
県
農
林
商

工
部
商
工
局
長
）
▽
岩
井
豊
太
郎
岐

阜
県
議
会
議
長

運
営
支
援
、
活
路
開
拓
事

業
の
推
進
、青
年
部
・
女
性

部
活
動
の
充
実
強
化
な
ど

「
組
合
活
性
化
対
策
」④
組

合
運
営
に
お
け
る
Ｉ
Ｔ
化

の
推
進
な
ど
「
情
報
化
対

策
」⑤
商
店
街
、共
同
店
舗

組
合
の
支
援
に
よ
る
「
中

小
商
業
活
性
化
対
策
」
⑥

中
小
企
業
の
雇
用
創
出
支

援
な
ど
の
「
労
働
問
題
対

策
」と
な
っ
て
い
る
。

　

特
に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

利
用
推
進
等
、
組
合
組
織

基
盤
強
化
対
策
を
は
じ
め

と
す
る
Ｉ
Ｔ
活
用
の
普
及

推
進
、
導
入
支
援
を
一
層

充
実
強
化
し
て
い
く
。

　

ま
た
、
役
員
改
選
で
は
辻
正
会
長
、

戸
島
一
博
、
関
道
朗
、
加
藤
愛
之
輔
、

加
藤
智
子
各
副
会
長
を
再
選
し
た
ほ

か
、
新
副
会
長
に
加
藤
千
雄
氏
（
岐

阜
県
可
児
工
業
団
地
協
同
組
合
理
事

長
）
、
松
原
一
廣
氏
（
岐
阜
県
婦
人
子

供
服
工
業
組
合
理
事
長
）
を
選
任
し

　

総
会
に
は
来
賓
や
組
合
役
職
員
ら

約
二
百
人
が
出
席
。
開
会
前
に
は
岐

響
レ
デ
ィ
ー
ス
カ
ル
テ
ッ
ト
に
よ
る

生
演
奏
が
行
わ
れ
た
。

　

岡
本
副
会
長
の
開
会
の
辞
に
続
い

て
、辻
正
会
長
が
開
会
に
先
立
ち「
組

合
や
中
小
企
業
は
厳
し
い
戦
い
の
連

続
で
こ
の
十
年
を
耐
え
て
き
た
。
こ

れ
か
ら
は
、
安
価
な
海
外
製
品
と
戦

い
勝
ち
抜
い
て
き
た
成
果
が
で
て
く

る
の
で
は
な
い
か
。
中
央
会
も
国
・

県
予
算
の
削
減
に
伴
い
厳
し
い
予
算

編
成
と
な
っ
た
が
、
中
小
企
業
者
が

生
き
抜
い
て
き
た
の
と
同
様
に
、
中

央
会
も
勝
ち
抜
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
そ
の
第
一
歩
と
し
て
ア
ウ
ト

ソ
ー
サ
ー
事
業
を
始
め
る
。
昨
年
度

���������
���������	
��

中央会・第４９回通常総会

　

岐
阜
県
中
央
会
は
、『
第　

回
通
常
総
会
』
を
五
月
三
十
一
日
、
大
垣
市
加
賀
野
の
ソ
フ
ト
ピ
ア
ジ
ャ
パ
ン
セ
ン

49

タ
ー
・
セ
ミ
ナ
ー
ホ
ー
ル
で
開
催
し
た
。
総
会
で
の
提
出
議
案
は
、
①
平
成
十
五
年
度
事
業
報
告
書
、
収
支
決
算

な
ど
の
各
決
算
関
係
議
案
②
平
成
十
六
年
度
事
業
計
画
及
び
収
支
予
算
案
③
会
費
賦
課
基
準
案
及
び
納
入
方
法
案

④
取
引
金
融
機
関
及
び
借
入
金
残
高
の
最
高
限
度
額
案
⑤
役
員
報
酬
の
額
案
⑥
役
員
選
挙
―
の
六
議
案
を
審
議
し
、

い
ず
れ
も
承
認
さ
れ
た
。

��

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

��

生
き
残
り
を
か
け
事
業
推
進

������

��������

��������

���������

��������

��������

��������
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中央会役員７９人を選任
　第４９回通常総会での役員改選では、組合の地区・業種を勘案し、会長１人、理事７５人、監事３人を
選任。通常総会終了後、理事会を開催し、辻正会長の指名推選により、副会長６人、専務理事１人、常
任理事３５人を選任した。なお、顧問・相談役・参与、総合・金融税制・商業・技術・労働・情報の各専
門委員会の正副委員長及び委員、事業協同組合・信用組合・企業組合・商工組合・協業組合部会・商店
街振興組合部会の正副部会長については、６月２８日の理事会で決める。

�
…
７
月
１
日
〜
７
日
は
、全
国
安
全
週
間
で
す
！　
『
危
険
を
み
つ
め
て
取
り
組
む
改
善　

ト
ッ
プ
の
決
意
と
み
ん
な
の
実
行
』
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役

名

会

長

副
会
長

〃〃〃〃〃
専
務
理
事

常
任
理
事

〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃

氏

名

辻

正

戸
島
一
博

関　
　

道
朗

加
藤
愛
之
助

加
藤
智
子

加
藤
千
雄

松
原
一
廣

森
本
安
彦

今
井
哲
夫

村
瀬
恒
治

横
山
清
進

加
藤
光
男

松
原
光
好

籏 
　

政
廣

坂
�
三
千
敬

服
部　
　

�

丹
羽
義
朗

黒
田　

隆

速
水
将
達

林　
　

初
彦

大
塚
滋
治

木
方
伸
一
郎

脇
田
一
夫

市
原
敬
夫

岩
田
仲
雄

坂
�

義
雄

大
松
利
幸

老
田
正
夫

東
方
喜
之

加
藤
都
喜
男

小
西
輝
幸

青
木
貞
夫

森　
　

賢
二

福
井
郁
夫

永
井
泰
雄

兼
松
誠
吾

辻　
　

守
重

下
平　

治

玉
樹
成
三

後
藤
利
夫

所

属

団

体

岐
阜
流
通
セ
ン
タ
ー
協
同
組
合
連
合
会

岐
阜
県
管
設
備
工
業
協
同
組
合

協
同
組
合
飛
騨
木
工
連
合
会

岐
阜
県
陶
磁
器
工
業
協
同
組
合
連
合
会

岐
阜
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会
レ
デ
ィ
ー
ス
ク
ラ
ブ

岐
阜
県
可
児
工
業
団
地
協
同
組
合

岐
阜
婦
人
子
供
服
工
業
組
合

本
会
専
従

岐
阜
県
金
属
工
業
団
地
協
同
組
合

大
昭
和
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
造
土
木
協
同
組
合

岐
阜
県
鉄
工
溶
接
協
同
組
合

岐
阜
県
砂
利
協
同
組
合

岐
阜
県
鋳
物
工
業
協
同
組
合

岐
阜
県
銘
木
協
同
組
合

岐
阜
県
陶
磁
器
工
業
協
同
組
合
連
合
会

協
同
組
合
岐
阜
県
刃
物
会
館

岐
阜
県
建
具
工
業
協
同
組
合

岐
阜
県
金
型
工
業
組
合

岐
阜
土
木
協
同
組
合

岐
阜
県
印
刷
工
業
組
合

岐
阜
市
商
店
街
振
興
組
合
連
合
会

岐
阜
県
眼
鏡
商
業
協
同
組
合

岐
阜
繊
維
商
業
団
地
協
同
組
合

川
崎
岐
阜
協
同
組
合

岐
阜
県
毛
織
工
業
協
同
組
合

多
治
見
陶
磁
器
卸
商
業
協
同
組
合

岐
阜
県
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
工
業
組
合

岐
阜
県
酒
造
協
同
組
合
連
合
会

岐
阜
県
木
材
協
同
組
合
連
合
会

岐
阜
県
米
菓
工
業
協
同
組
合

岐
阜
県
砕
石
工
業
組
合

岐
阜
県
既
製
服
縫
製
工
業
組
合

岐
阜
県
商
店
街
振
興
組
合
連
合
会

岐
阜
県
電
気
工
事
業
工
業
組
合

協
同
組
合
高
山
卸
商
業
セ
ン
タ
ー

関
金
属
工
業
協
同
組
合

丸
重
製
紙
企
業
組
合

日
中
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
研
究
協
同
組
合

土
岐
市
陶
磁
器
卸
商
業
協
同
組
合

岐
阜
県
家
庭
紙
工
業
組
合

地
区

岐
阜

岐
阜

飛
騨

東
濃

岐
阜

中
濃

岐
阜

岐
阜

岐
阜

岐
阜

岐
阜

岐
阜

岐
阜

岐
阜

東
濃

中
濃

岐
阜

岐
阜

岐
阜

岐
阜

岐
阜

岐
阜

岐
阜

岐
阜

岐
阜

東
濃

岐
阜

岐
阜

岐
阜

西
濃

岐
阜

岐
阜

岐
阜

岐
阜

飛
騨

中
濃

中
濃

岐
阜

東
濃

中
濃

業

種

商

業

建

設

木

材

窯

業

そ
の
他

金

属

繊

維

そ
の
他

金

属

建

設

金

属

建

設

金

属

木

材

窯

業

金

属

木

材

金

属

建

設

紙
・
印

商

業

商

業

繊

維

金

属

繊

維

商

業

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

食

品

木

材

食

品

建

設

繊

維

商

業

建

設

商

業

金

属

紙
・
印

繊

維

商

業

紙
・
印

No.
　
41
　
42
　
43
　
44
　
45
　
46
　
47
　
48
　
49
　
50
　
51
　
52
　
53
　
54
　
55
　
56
　
57
　
58
　
59
　
60
　
61
　
62
　
63
　
64
　
65
　
66
　
67
　
68
　
69
　
70
　
71
　
72
　
73
　
74
　
75
　
76
　
77
　
78
　
79

役

名

常
任
理
事

〃〃
理

事
〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃

監

事
〃〃

氏

名

大
野
秀
穂

大
久
保
為
芳

田
口
日
出
生

山
口
隆
士

種
田
文
彦

毛
利
静
雄

井
澤
佳
則

白
石
仲
七

宮
川
憲
太
郎

丸
山
輝
城

北
村
正
敏

安
達
康
重

雁
部
音
吉

杉
山
正
裕

安
藤
日
出
武

滝　

多
賀
男

安
達
峰
一

本
田
行
雄

松
波
俊
宣

砂
田
信
博

角
田　
　

惇

前
田
修
平

小
木
曽　

洋

村
木
登
義

川
島
誠
之

渡
辺
幸
彦

宗
広
達
也

堀　
　

克
己

�

木
雄
一

和
田
繕
長

入
谷
弘
喜

楓　
　

和
夫

石
川
正
行

日
下
部
剛
司

橋
本
佳
幸

水
口　

斉

堀
部
正
勝

今
井
達
雄

島　

秀
太
郎

所

属

団

体

物
流
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
中
部
協
同
組
合

岐
阜
県
異
業
種
グ
ル
ー
プ
交
流
推
進
協
議
会

岐
阜
県
中
小
企
業
青
年
中
央
会

岐
阜
県
石
油
商
業
組
合

大
垣
市
鉄
工
協
同
組
合

岐
阜
食
品
青
果
協
同
組
合

多
治
見
美
濃
焼
卸
セ
ン
タ
ー
協
同
組
合

協
同
組
合
土
岐
美
濃
焼
卸
セ
ン
タ
ー

全
国
タ
イ
ル
工
業
組
合
岐
阜
県
支
部

協
同
組
合
菱
風
会

岐
阜
県
関
刃
物
協
同
組
合

協
業
組
合
高
登
建
設

岐
阜
県
生
コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
業
組
合

岐
阜
商
工
信
用
組
合

市
之
倉
陶
磁
器
工
業
協
同
組
合

下
呂
温
泉
旅
館
協
同
組
合

美
濃
織
物
工
業
協
同
組
合

岐
阜
県
土
木
用
ブ
ロ
ッ
ク
工
業
組
合

岐
阜
市
金
属
振
興
協
同
組
合

高
山
管
設
備
工
業
協
同
組
合

岐
阜
木
材
団
地
協
同
組
合
連
合
会

飛
騨
信
用
組
合

岐
阜
県
中
古
自
動
車
販
売
商
工
組
合

岐
阜
生
花
市
場
協
同
組
合

岐
阜
県
ニ
ッ
ト
工
業
組
合

協
同
組
合
エ
ヌ
シ
ー
リ
ン
ク

郡
上
板
金
企
業
組
合

岐
阜
県
火
災
共
済
協
同
組
合

協
同
組
合
わ
く
わ
く
西
美
濃

協
同
組
合
高
鷲
村
観
光
協
会

岐
阜
県
タ
イ
ル
商
業
協
同
組
合
連
合
会

協
業
組
合
三
峰
陶
苑

サ
ム
ソ
ン
ビ
ュ
ー
テ
ィ
チ
ェ
ー
ン
協
同
組
合

益
田
郡
建
設
業
協
同
組
合

岐
阜
県
柔
道
整
復
師
協
同
組
合

高
山
建
設
業
協
同
組
合

岐
阜
県
広
告
美
術
業
協
同
組
合

協
同
組
合
下
呂
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

ク
ロ
ー
バ
ー
フ
ュ
ー
チ
ャ
ー
建
設
協
業
組
合

地
区

岐
阜

岐
阜

岐
阜

岐
阜

西
濃

岐
阜

東
濃

東
濃

東
濃

東
濃

中
濃

飛
騨

岐
阜

岐
阜

東
濃

飛
騨

岐
阜

岐
阜

岐
阜

飛
騨

岐
阜

飛
騨

岐
阜

岐
阜

岐
阜

岐
阜

中
濃

岐
阜

西
濃

中
濃

東
濃

東
濃

岐
阜

飛
騨

岐
阜

飛
騨

岐
阜

飛
騨

飛
騨

業

種

サ
ー
ビ
ス

そ
の
他

そ
の
他

商

業

金

属

商

業

商

業

商

業

窯

業

金

属

商

業

建

設

建

設

そ
の
他

窯

業

サ
ー
ビ
ス

繊

維

建

設

金

属

建

設

木

材

そ
の
他

自
動
車

商

業

繊

維

商

業

建

設

そ
の
他

商

業

サ
ー
ビ
ス

商

業

窯

業

サ
ー
ビ
ス

建

設

サ
ー
ビ
ス

建

設

サ
ー
ビ
ス

商

業

建

設

平成１６年５月３１日改選　（敬称略・順不同）

岐阜県中小企業団体中央会　役員一覧
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岐
阜
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会
レ

デ
ィ
ー
ス
ク
ラ
ブ
（
加
藤
智
子
会
長
）

は
五
月
二
十
四
日
、『
第
５
回
通
常
総

会
及
び
懇
親
会
』
を
グ
ラ
ン
ヴ
ェ
ー

ル
岐
山
で
開
催
し
た
。

　

来
賓
と
し
て
、
同
ク
ラ
ブ
顧
問
の

野
田
聖
子
衆
議
院
議
員
、
井
上
勇
岐

阜
県
商
工
局
経
済
産
業
室
長
、
辻
正

中
央
会
長
ら
が
出
席
す
る
と
と
も
に
、

二
十
五
名
の
会
員
が
出
席
し
た
。

　

総
会
に
先
だ
ち
加
藤
会
長
は
「
こ

ら
か
ら
の
経
営
者
は
、
自
己
責
任
と

と
も
に
自
己
管
理
に
も
努
め
、
社
会

か
ら
信
頼
さ
れ
る
企
業
を
目
指
し
て

行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
経
営

　

サ
ム
ソ
ン
ビ
ュ
ー
テ
ィ
チ
ェ
ー
ン

協
同
組
合
（
石
川
正
行
理
事
長
）
は

五
月
十
七
日
に
『
２
０
０
４
サ
ム
ソ

ン
全
国
大
会
』
を
名
古
屋
市
西
区
の

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�

ホ
テ
ル
・
ウ
ェ
ス
テ
ィ
ン
ナ
ゴ
ヤ

キ
ャ
ッ
ス
ル
で
開
催
し
た
。

　

全
国
か
ら
集
ま
っ
た
組
合
員
や
本

部
ス
タ
ッ
フ
、
招
待
客
ら
約
千
三
百

人
が
集
ま
り
、　
「
優
秀
な
人
材
が

育
っ
て
き
て
い
る
が
、
次
へ
ス
テ
ッ

プ
ア
ッ
プ
す
る
時
期
に
き
て
い
る
。

サ
ム
ソ
ン
の
大
き
な
理
念
の
基
で
団

結
し
、
世
界
に
向
け
て
発
展
し
て
い

こ
う
」
と
あ
い
さ
つ
が
あ
っ
た
ほ
か
、

優
秀
な
業
績
を
上
げ
た
店
舗
の
表
彰

や
、
新
規
組
合
員
の
紹
介
な
ど
が
行

わ
れ
た
。

　

ま
た
、
懇
親
パ
ー
テ
ィ
で
は
、
シ

カ
ゴ
で
開
催
さ
れ
た
「
オ
ル
タ
ナ

テ
ィ
ブ
ヘ
ア
ー
シ
ョ
ー
」
の
映
像
紹

介
や
代
表
チ
ー
ム
に
よ
る
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
が
披
露
さ
れ
た
。

者
と
し
て
の
指
針
を
話
し
あ
い
さ
つ

と
し
た
。

　

総
会
は
、
平
成
十
五
年
度
事
業
報

告
案
及
び
収
支
決
算
書
案
、
平
成
十

六
年
度
事
業
計
画
案
及
び
収
支
予
算

案
、
役
員
改
選
な
ど
の
五
議
案
を
審

議
し
、
各
議
案
と
も
承
認
さ
れ
た
。

予
算
総
額
は
約
百
八
十
五
万
円
。

門
で
、
五
十
四
作
品
を
出
品
。
二
十

二
日
か
ら
は
一
般
公
開
さ
れ
、
訪
れ

た
来
場
者
は
、
精
巧
に
組
ま
れ
た
格

子
戸
や
障
子
、
衝
立
な
ど
、
各
社
の
技

術
力
の
高
さ
に
関
心
を
示
し
て
い
た
。

　

二
十
一
日
の
審
査
会
で
は
、
中
部

経
済
産
業
局
長
賞
な
ど
各
賞
が
選
ば

れ
た
。
ま
た
、
上
位
五
点
は
、
今
月

佐
賀
県
で
開
催
し
た
『
全
国
建
具
展

示
会
』
に
出
品
さ
れ
た
。
な
お
、
来

年
は
大
垣
で
開
催
さ
れ
る
予
定
。

伝
統
と
創
造
が
息
づ
く
建
具
揃
う

県
建
具
工
業　

・
優
良
建
具
展
示
会

（協）

　

岐
阜
県
建
具
工
業
協
同
組
合
（
丹

羽
義
朗
理
事
長
）
は
、
五
月
二
十
一

日
か
ら
四
日
間
、『
第　

回
岐
阜
県
優

３５

良
建
具
展
示
会
』
を
大
野
郡
朝
日
村

の
道
の
駅
ひ
だ
朝
日
村
の
「
こ
だ
ま

館
」
で
開
催
し
た
。

　

こ
の
展
示
会
は
、
建
具
の
伝
統
技

術
の
保
存
・
継
承
と
組
合
員
間
の
技

術
交
流
、
一
般
消
費
者
へ
の
Ｐ
Ｒ
等

を
目
的
に
毎
年
開
催
し
て
い
る
。
会

場
に
は
組
合
員
の
ほ
か
組
合
青
年
部

が
、
①
伝
統
技
術
を
駆
使
し
た
木
製

美
術
工
芸
建
具
、
②
実
用
性
、
流
通

性
の
あ
る
木
製
建
具
、
③
金
属
及
び

新
素
材
を
取
り
入
れ
た
建
具
の
三
部

「
今
、
変
革
の
時
」
が
テ
ー
マ

2
0
0
4
サ
ム
ソ
ン
全
国
大
会

�
�
�
�
�
�
�
�

創
立
５
周
年
記
念
事
業
を
計
画

レ
デ
ィ
ー
ス
ク
ラ
ブ
・
総
会
を
開
催

　

今
年
度
の
メ
イ
ン
事
業
は
、
創
立

五
周
年
を
記
念
し
、
大
型
講
演
会
や

懇
談
交
流
会
を
開
催
す
る
。

　

役
員
改
選
で
は
、
加
藤
会
長
は
じ

め
副
会
長
、
理
事
及
び
監
事
全
員
が

再
選
さ
れ
た
。

　

総
会
終
了
後
に
は
、
高
橋
雄
造
前

岐
阜
北
警
察
署
長
が
、「
最
近
の
治
安

情
勢
」
を
テ
ー
マ
に
基
調
講
演
が
行

わ
れ
た
。

�
��

�
�
�
�
�
�

���

高 山 米 穀 協 業 組 合
会長理事　桑　 谷　 信　 男
理 事 長　加　 藤　 明　 彦
高山市初田町 2 丁目 32 番地
� 〈0577〉32-3100　〒 506-0008
FAX 〈0577〉 3 4 - 8 4 0 4
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岐
阜
県
金
型
工
業
組
合
（
黒
田
隆

理
事
長
）
は
、
五
月
二
十
日
に
『
創

立　

周
年
記
念
式
典
』
を
大
垣
市
万

３５
石
の
大
垣
フ
ォ
ー
ラ
ム
ホ
テ
ル
で
開

催
し
た
。

　

組
合
で
は
「
あ
く
な
き
研
究　

追

い
求
め
る
技
術　

拡
げ
る
未
来　

光

り
輝
く
業
界
へ
」
を
理
念
に
組
合
運

営
に
努
め
て
き
た
。

　

式
典
で
は
、
県
知
事
表
彰
、
中
央

会
会
長
表
彰
な
ど
の
ほ
か
、
村
土
玲

子
中
小
企
業
診
断
士
よ
り
「
今
な
ぜ

我
々
に
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
が
求
め

ら
れ
る
の
か
」
と
題
し
た
記
念
講
演

会
も
行
わ
れ
た
。

　

岐
阜
県
プ
ロ
パ
ン
保
安
セ
ン
タ
ー

協
同
組
合
（
澤
田
栄
作
理
事
長
）
は
、

組
合
創
立　

周
年
を
記
念
し
て
、「
岐

３５

阜
県
プ
ロ
パ
ン
保
安
セ
ン
タ
ー
協
同

組
合　

年
の
あ
ゆ
み
」
を
発
刊
し
た
。

３５

　

同
組
合
は
、「
ピ
ン
チ
は
チ
ャ
ン

ス
」
を
合
言
葉
に
、
組
合
員
が
一
致

団
結
し
、
消
費
者
に
安
心
と
安
全
を

提
供
す
る
た
め
、
組
合
事
業
に
取
り

組
ん
で
き
た
。

　

歴
代
理
事
長
の
写
真
の
掲
載
や
、

組
合
が
あ
ゆ
ん
だ　

年
に
わ
た
る
歴

３５

史
が
記
さ
れ
て
い
る
。

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	

�
�
�
�
���

�
�
	


�
�

��

組
合
創
立　

周
年
を
祝
う

３５

　
　
　
　

岐
阜
県
金
型
（
工
組
）

　
　
　
　

岐
阜
県
プ
ロ
パ
ン
保
安
セ
ン
タ
ー　
（協）

組合クリニック（会計）
　
　現下の厳しい経済状況の中で、いかに経営コストを削減し、体質強化を図るかが求められています。
　こうした中で、組合運営及び企業経営において、指標による財務管理は、企業等の健全性及び安全性
を見極める上で有効です。
　組合及びその構成員の企業等の財務分析に役立てて頂ければと思い、紹介させて頂きます。
　
●経営資本対営業利益率
　これは、投入した資本でどれだけの利益をあげたかを表すものです。この比率が高いほど企業の収益
が良いことになります。　比率が低いときは、経営資本が多いか、営業利益が少ないかのいずれかです。
　
　　経営資本対営業利益率　＝　� 　×１００（％）
　
　※全国平均（平成１４年度、中小企業庁発表）
　　建設業＝３.７％　　　製造業＝４.９％　　　卸売業＝２.９％　　　小売業＝６.８％
　
●総資本対自己資本比率
　これは、企業等が調達した資本の合計に対して、自己調達している資本の割合を示すものです。通常
２０％以上が望ましいとされています。自己資本比率が高いことは、内部留保や増資による資金調達が行
われていて、財務体質の安定を示しています。
　
　　総資本対自己資本比率　＝　� 　×１００（％）
　
　※全国平均（平成１４年度、中小企業庁発表）
　　建設業＝４１.７％　　　製造業＝３９.９％　　　卸売業＝３３.９％　　　小売業＝４７.２％
　
●流動比率
　これは、財務の支払能力（流動性）をみる比率で、この比率が高いほど返済能力があり経営の安全が
保たれていることを示しており、一般的に１５０％以上を確保することが望ましいとされています。
　
　　流動比率　＝　� 　×１００（％）
　
　※全国平均（平成１４年度、中小企業庁発表）
　　建設業＝１６９.５％　　製造業＝１６３.６％　　卸売業＝１４９.８％　　小売業＝１６２.４％

営業利益
経営資本

自己資本
総 資 本

流動資産
流動負債
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◆はじめに
　国内では、岐阜県と伊藤忠商事が包括提携を結び新
事業創出に動き出し、欧州では、EU（欧州経済連合）が
１５ヶ国から、２５カ国に拡大し総人口４億５千万人とい
う大市場が誕生した記念すべき年に、１年間４回にわ
たり、ミラノから欧州事情についてレポートさせて頂くこと
になりました。
　２００２年５月に欧州繊維グループ長兼伊藤忠イタリー
会社社長としてミラノに赴任して丸２年があっと言う間
に過ぎ去りました。
　伊藤忠商事に入って３０年が過ぎた時に、若い頃から
の憧れていたミラノに来ることが出来ようとは夢にも思っ
ていなかっただけに感激しました。古い歴史と文化、新
しいファッション等をこれまでに滞在した国 と々比較しな
がら、お伝え出来ればと思っております。
　今回は、ミラノ赴任に至るまでの小生の経歴を簡単に
紹介させて頂きます。
◆海外での経験
　１９７２年に入社し１年後、イランの首都テヘランにある
テヘラン大学にペルシャ語の語学研修生として２年間
派遣されました。当時イランは、民主化が急速に行なわ
れ、将来性のある非常に楽しみな市場でした。大学時代
から殆ど語学とは無縁であった小生にとって、ミミズの
這ったような字との格闘は悪戦苦闘でしたが、イランの
スペシャリストを目指しました。
　イランとの原料商売が順調に増え、そろそろテヘラン
駐在かと思っていた１９７８年、ホメイニ氏率いるシーア派
が、イスラム革命を起こし、パーラビ国王を追放し、１０年
にも及ぶイラン・イラク戦争を経て自由になりかけたイラ
ンは、イスラム国家に変貌しました。この変化は小生のそ
の後の運命を変えました。つまりイランを中心とした中近
東のスペシャリストとなる予定が、革命により商売が減少

し急遽方向転換を強いら
れ‘英語でも勉強して来
い’とアフリカのナイジェリ
アに派遣されました。当時
カルカッタ、バグダッドと並
び駐在三悪地の一つと噂
されていたラゴスに駐在
することになり、会社を辞め
ようかと思いましたが、家
族も一緒に付いて来てくれ
ると言うことで思い止まり、
１９７９年から３年間滞在しました。仕事はいくらでもあり、
日本、東南アジアのみならず、新たにブラジル、アメリカ
等にも出張し種 ア々イテムをナイジェリアに輸入し中近
東担当時代には得られなかった貴重な経験をさせてもら
いました。
　しかし、生活の場所としては最悪の地で、住めども都
にはなりませんでした。家族には気の毒な事をしたと思っ
ております。ここでの経験をもとに帰国後は欧米を中心と
した、所謂、先進国担当として日本から新合繊等の輸出
に取り組みました。
　担当した国の中で一番魅力を感じたイタリア駐在を
希望しましたが、ペルシャ語研修生ということでイラン・イ
ラク戦争の真っ最中１９８７年から２年間テヘランに単身
赴任しました。ミサイルの飛び交う中１発がテヘラン事
務所の直ぐ近くに落ち、ものすごい爆発音を聞きました。
戦争中のため民間には金が回って来ず、ナイジェリア時
代とは異なり仕事は余りありませんでした。仕事らしい仕
事をしたのは、ペルシャ語を話せる利点を生かし革命防
衛隊関係の人達と、親しくなり潤沢に金を持ったタイヤ工
場に売り込みをはかり４社中３社を抑える種蒔きをした
くらいです。イタリア同様、歴史のあるイランは、好きな国
の一つです。１９８９年に帰国しましたが、その直後イラン・
イラク戦争は終わりました。
　日本に戻ったら直ぐに、原料部隊の人間にとっては憧
れの‘華のニューヨーク’に１９９０年から６年間駐在しま
した。この頃から幸運の女神がやさしく微笑み掛けてく
れ出したようです。その後、海外の原料一筋に別れを告
げ、２０００年より２００２年まで資材リビングの仕事をしまし
た。そのお陰で、１年間東京にも駐在しました。国内を経
験することにより、広角に物を見ることが出来るようになっ
た気がします。東京を含む海外と大阪での生活がミラノ
入りしてちょうど半分ずつになったところです。
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経歴と欧州事情
伊藤忠イタリー会社

社長　農守義文
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　岐阜県ミラノ駐在員の藤田氏にご協力頂き、伊藤忠イタリー会社の農守義文社長に年四回程度の寄稿をお願
いすることとなりました。「ミラノだより」を通じて、中小企業組合等の皆様の更なる飛躍が図られることを
期待しております。

� �������������������������������������������������
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海 外 駐 在 員 レ ポ ー ト

■ある日系企業の取り組み
　２００４年３月、日本で人気を誇るシュークリームのお店が
ニューヨークへ進出した。
　１９９７年に創業したこの会社は、日本国内に約２５０店舗を擁
し、海外では中国、韓国、シンガポール、台湾などアジア各国
へも積極的な多店舗展開を実施しており、世界各国の多様な
食文化が交錯するここニューヨークへの進出が米国における第
１号店となった。
　今回は、この会社（�麦の穂）の米国法人社長である稲垣
　實氏との面談から、ニューヨーク進出に関する一企業の取り
組みを報告したい。
■販売の現状から
　シュークリーム１個の価格は、「１ドル２５セント（約１３５円）」。
　これは、日本での販売価格（１２０円）とほぼ同額であり、ドー
ナツが約９０セント（約１００円）、ベーグルが約９５セント（約１０５
円）と比較しても決して割高感はなく、その場でシュークリーム
の皮に生クリームカスタードを詰める日本同様の実演販売方式
も、防腐剤不使用と同様に、ニューヨーカーに商品そのものの新
鮮さを提供しており、性別、年齢を問わず幅広い客層に受け
入れられている。
　開店前から大勢の人が並んだオープン初日には、当初の予
想を遙かに上回る約５,０００個を売り上げて好調に滑り出し、
３ヶ月経過した現在も引き続き高い水準で売り上げを持続して
いることから、月間１,５００万円の売上目標も順調に達成されて
いる。
　なお、約７０平方メートルあるマンハッタンのこの店舗では、イ
ス席を約１４席用意し、テイクアウト専門の日本の形態とは異な
る「店舗兼開発拠点」として、今後の展開も見据えた実験的
な取り組みをしていることに企業の更なる姿勢も垣間見える。
■米国進出に当たって
　海外での出店経験があるとは言え、「米国進出は初めてで
あり、決して社内にノウハウがあったわけではなかった。ゼロか
らの出発であった。そのため、ニューヨーク出店の約２年前から、
進出のための準備を国内で着 と々進めてきた。」と稲垣氏は述
べている。
　食文化の異なる海外への進出に当たっては、消費者に受け
入れられるのかどうかも含め周到な準備を必要とし、そのため

にはある程度長い期間
が必要である。
　この準備も様 な々観点
から実施された。商品の
味、価格、導入する機
材、他のデザートの状況
をはじめ、店舗場所決
定のための立地・通行
量調査等 、々あらゆる事
柄について稲垣氏自身
がニューヨークに長期間
滞在し調べ上げ、併せ
て、一定期間、ニュー
ヨークの日系ベーカリー
で実験的な委託販売も
実施し少しずつ手応え
を掴んでいった。
　特に大切な「味」も、
最終的には日本とほぼ
同じ味を提供しているが、
これもニューヨーカー約
３,０００人を対象にしたア
ンケート調査により決定し、
更にその味を保つため、
材料の一部を日本から

空輸する体制を取るなど徹底
的なこだわりを見せている。
　当然のことながら、この商
品は海外から安く仕入れた最
高の食材をもとに、それを安く
商品化することで、日本では
成立している。特に、カスター
ドにはマダガスカル産の最高
級バニラビーンズを使用し、
その格別な味覚を求め多くの
消費者が購入し、それを大
量販売に繋げることで、どこに
も負けない「単品で勝負でき
る環境」を作りだしている。
　この点にも、厳しいニュー
ヨーカーの本物を見極める目
に的確に対応したビジネスモデルであったと言える。
■商品の販売戦略
　価格設定については、「この商品が一体幾らだったら、お客
様に買って頂けるか？」、「その価格で販売するためにはどうし
たら良いのか？」を念頭に置いて決定された。
　「最初から、材料費・労務費等からの積み上げで算出して
いたら、現在の安価な価格では決して提供できない。」と言う
稲垣氏の言葉からもそのことが十分理解できる。
　店舗の立地についても、商品価値を高めるため、まずは「ミ
ドルアッパークラス（中流クラスのうちの上クラス）」を顧客ター
ゲットとして、若者の多いダウンタウン地区ではなく、ブロード
ウェイ沿いの高級食材品店等が並ぶアッパーウェスト地区に店
舗を構え、そこからの波及効果が計算されている。
　また、ニューヨーク初登場を強烈に印象づけるため、米国の
PRカンパニー（企業の商品などを新聞、雑誌等のマスメディア
に積極的に売り込む企業）を活用することにより、ニューヨークタ
イムズ紙や当地で人気のあるタイムアウト（週刊情報誌）への
掲載を引き出し、オープンする前からニューヨーカーの注目を集
め、その効果が販売実績に大きく寄与している。
■更なる展開
　彼らのビジネスには余念がない。次の新たな展開、いわゆる
「フランチャイズ」にニューヨーク進出後すぐに取り組んでいる。
　米国の中でも、ニューヨークに進出した効果は大きく、既に全
米各地からフランチャイズの申し込みがあるようで、「米国に新
たな食文化（シュークリーム）を根付かせることが大切であり、
今のこの勢いが消える前に少しでも広く浸透させるためには、
『スピード』が何よりも重要である。そのためにも積極的にフラン
チャイズ展開を進めていく必要がある。」と、現在、北米各地
を精力的に飛び回っている稲垣氏は述べており、今後２年間
で直営店も含め全米５０店舗の出店計画からは、ブランド確立
への強い思いが感じられる。
■最後に
　ニューヨークでは、寿司、やきとり、ラーメンなど日本の食文化
が既に根付いており、健康的なイメージを持つ日本食には
ニューヨーカーの関心も高い。
　日本で人気を呼んだこのシュークリーム専門店が、ニュー
ヨーカーにどこまで浸透し、ビジネスモデルとしてどこまで大きく
成長するか、これからの動向を期待したい。
　リスクを取って海外に進出すれば、新たな需要を掘り起こせ
るチャンスはある。だだし、そのためには、日本の国内以上に
「周到な準備」と「スピード」が必要であり、それを「ブランド」
として如何に確立できるかが今後の大きな鍵であるのかもしれ
ない。
※大変多忙なスケジュールの中、当方の取材に快諾頂いた稲
垣氏には、この場をお借りして改めて心より感謝申し上げた
い。������������	�
��
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ニューヨークへ進出　　　　　
　　　　　　　シュークリーム専門店「ビアード・パパ」

岐阜県ニューヨーク駐在員　山 田　 浩 司
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４月景況調査
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　県内中小企業主要業種の景気動向
（４月末調査）

表の見方：売上～景況感：○好転・増加　△変わらず　▲悪化・減少
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調査項目

業　　種

▲△△△△△窯 業 原 料
△△△△△△石　 　 灰
▲△△△△○生　 コ　 ン
▲▲▲▲▲△砂 利 生 産
▲△△△△○砕 石 生 産
△△△△△△鋳　 　 物
▲▲▲▲▲▲刃物等金属製品 （輸出） 
△○○○△○刃物等金属製品 （内需） 
△△△△△○メ　 ッ　 キ
△△△△△○県 金 属 工 業 団 地
△△△△△▲可 児 工 業 団 地
○△△△△○金　 　 型
○○△△△○電 気 機 械 器 具
△▲△△▲○輸 送 機 器
○○○△△△各種物産品（観　 光）
▲▲△▲△▲各種物産品（ギフト）
△△△△△△総合卸売業（飛騨地区）
△△▲▲▲▲電 設 資 材
△○△△△○陶　 磁　 器
○○△○△○機械工具・工作機械
▲△△▲▲▲青　 　 果
△△△△△△水　 産　 物
△△△△△△家 電 機 器 販 売
△△○○△○メ ガ ネ 販 売
――――――中 古 自 動 車 販 売
△△△△○△石 油 製 品 販 売
△△△△▲△共 同 店 舗（ 東 濃 ）
▲△▲△△▲共 同 店 舗（ 飛 騨 ）
○○△○○○生 花 販 売
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▲△△▲△△味 噌 ・ 醤 油
▲▲▲▲△△豆 腐 製 造
○△▲▲○○食 肉 （ 国 産 ）
△△△△△△菓　 　 子
○△▲▲△○米　 　 菓
△△△▲△▲寒 天 水 産
△△△△▲△製 麺
△△△△△△撚　 糸
▲△△△△△ニ ッ ト 工 業
▲△△▲△▲毛　 織　 物
△△△△△△合 成 繊 維 織 物
▲△△△△○メ ン ズ ア パ レ ル
――――――婦 人 ・ 子 供 服
△△▲▲△△縫　 　 製
△△△△△○製　 　 材
△△△△▲○銘　 　 木
△△△△△△集　 成　 材
――――――家 具 （ 飛 騨 ）
▲▲▲▲▲▲東 濃 ひ の き
△△△△△▲家　 庭　 紙
△△△△△△特　 殊　 紙
▲△△△△▲紙　 加　 工
△△△△△△印　 　 刷
▲△△▲△▲プ ラ ス チ ッ ク
△△△△△△陶 磁 器 （ 工 業 ）
▲▲▲▲○▲陶 磁 器 （ 輸 出 ）
▲△△▲▲▲タ イ ル

景

況

感

雇
用
人
員

資
金
繰
り

収
益
状
況

販
売
価
格

売

上

高

調査項目

業　　種

△△△△△△岐 阜 市 商 店 街
△△△△△△大 垣 市 商 店 街
▲▲▲▲▲▲多 治 見 市 商 店 街
▲△▲▲△▲恵 那 市 商 店 街
△△△△△△高 山 市 商 店 街
△△△△△△車 体 整 備
△△△△△○タ イ ヤ 整 備
○△○○△○長 良 川 畔 旅 館
△△△▲△▲下 呂 温 泉 旅 館
△△△△▲△高 山 旅 館
△△○○△○ク リ ー ニ ン グ
○△○○△○広 告 美 術
△△△△▲▲情 報 サ ー ビ ス 業
△▲△△△△映 像 制 作
△△△△△△飲　 食　 業
▲△△▲▲▲ビ ル メ ン テ ナ ン ス
△△△△△○理 容 ・ 美 容 業
▲▲▲▲▲▲土 木 （ 岐 阜 ）
▲▲▲▲▲▲土 木 （ 飛 騨 ）
▲▲▲▲▲▲土木・建築（羽島）
▲△△▲▲△建 築 （ 各 務 原 ）
△▲▲▲△△鉄 構 造 物
△△△△△▲電 気 工 事
△△△△△△管 設 備 工 事
△△△△△△建 築 板 金
△△△△▲○建　 　 具
△▲▲▲▲▲産直住宅（付知地区）
△△△△△○貨 物 運 送（ 県 域 ）
△▲▲○△○軽 運 送
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『
第　

回
中
小
企
業
団
体
全
国
大

５６

会
』
が
、　

月　

日　

の
午
前　

時
か

１１

１１

（木）

１０

ら
午
後
１
時
ま
で
、
新
潟
県
の
「
朱
鷺

メ
ッ
セ
」で
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

組
合
役
職
員
の
皆
様
の
参
加
を
募

集
し
て
お
り
ま
す
。

　

お
問
い
合
わ
せ
、参
加
申
込
み
等
は
、

欄
外
に
記
載
。是
非
、ご
参
加
下
さ
い
！

／
３
（
組
合
等
自
己
負
担
）

【
助
成
金
の
上
限
】
二
十
五
万
円
以
内

【
募
集
組
合
数
】
若
干
数

３
、
組
合
等
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
研
究
会

事
業
＝
組
合
等
が
構
成
員
を
対
象
と

し
て
実
施
す
る
人
材
養
成
に
係
る
研

究
事
業
を
行
う
。

　

①
経
営
管
理
、
販
売
管
理
、
経
理
、

財
務
、
労
務
、
組
織
運
営
等
に
関
す

る
組
合
員
等
の
資
質
向
上
を
図
る
た

め
の
研
究
②
新
製
品
の
開
発
、
新
技

術
の
導
入
、
新
分
野
進
出
、
そ
の
他

直
面
し
て
い
る
問
題
に
関
す
る
研
究

③
中
小
企
業
及
び
組
合
等
の
今
後
の

あ
り
方
に
関
す
る
研
究

（
本
事
業
は
、
組
合
等
と
中
央
会
と

の
共
催
で
実
施
し
、
補
助
金
を
交
付

す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。）

【
助
成
事
業
者
】
組
合
等

【
助
成
率
】
２
／
３
（
中
央
会
）、
１

／
３
（
組
合
等
自
己
負
担
）

【
助
成
金
の
上
限
】
二
十
五
万
円
以
内

【
募
集
組
合
数
】
若
干
数

　

お
問
い
合
わ
せ
等
は
、
組
織
指
導

チ
ー
ム
（
℡
〇
五
八

－

二
七
七

－

一

一
〇
一
）
ま
で
。

●
申
込
み
締
切
り
は
、
い
ず
れ
も
７

月　

日　

で
す
。

１６

（金）

※
こ
れ
ら
の
助
成
金
の
上
限
に
つ
い

て
は
、
平
成　

年
度
予
算
額
よ
り

１６

の
計
上
額
で
あ
り
、
若
干
の
変
更

が
生
ず
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

【
目
的
】
中
小
企
業
組
合
が
組
合
運
営

の
適
正
化
、
活
性
化
及
び
組
合
員
の

経
営
向
上
を
図
る
た
め
に
実
施
す
る

組
合
研
究
集
会
に
対
し
助
成
を
行
い
、

小
企
業
者
組
合
の
健
全
な
発
展
を
推

進
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

【
対
象
組
合
】
原
則
と
し
て
、
次
に
掲

げ
る
小
企
業
者
組
合
と
す
る
。

　

事
業
協
同
組
合
、
商
工
組
合
及
び

（１）
商
店
街
振
興
組
合
の
う
ち
、
そ
の

構
成
員
（
組
合
員
）
の
４
分
の
３

以
上
が
小
企
業
者
で
あ
る
も
の
。

　

企
業
組
合

（２）
　

協
業
組
合
で
あ
っ
て
、
常
時
使
用

（３）
す
る
従
業
員
の
数
が
５
人
以
下
の

も
の
又
は
、
組
合
員
の
４
分
の
３

以
上
が
協
業
実
施
直
前
に
お
い
て

小
企
業
者
で
あ
っ
た
も
の

　

事
業
協
同
組
合
連
合
会
、
商
工
組

（４）
合
連
合
会
及
び
商
店
街
振
興
組
合

連
合
会
の
う
ち
、
そ
の
会
員
組
合

の
構
成
員
の
４
分
の
３
以
上
が
小

企
業
者
で
あ
る
も
の
。

　

前
記　

か
ら　

に
掲
げ
る
組
合
以

（５）

（１）

（４）

外
の
組
合
で
あ
っ
て
、
他
の
特
別

の
法
律
に
基
づ
く
組
合
に
あ
っ
て

は
、
そ
の
構
成
員
の
４
分
の
３
以

上
が
小
企
業
者
で
あ
る
も
の
。

【
助
成
組
合
の
基
準
】

　

組
合
事
務
局
が
確
立
し
、
若
し
く

（１）
は
事
務
処
理
能
力
可
能
な
体
制
に

あ
っ
て
活
動
中
の
組
合
で
あ
る
こ

と
。

　

目
的
、
テ
ー
マ
、
運
営
方
法
、
参

（２）
加
人
員
等
か
ら
み
て
組
合
の
組
織

強
化
、
運
営
の
向
上
等
、
又
は
そ

の
組
合
員
の
経
営
の
近
代
化
等
に

資
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

【
募
集
組
合
数
】
十
組
合

【
補
助
金
額
】
一
組
合　

五
万
円
定
額

（
国
、
単
年
）
※
但
し
、
研
究
集
会

の
事
業
費
は
七
万
五
千
円
以
上
と
す

る
こ
と
。
複
数
開
催
可
。

【
補
助
対
象
費
目
】
講
師
謝
金
・
旅
費
、

会
場
借
料
、
資
料
費
、
通
信
運
搬
費
、

消
耗
品
費

☆
小
企
業
者
と
は
、
常
時
使
用
す
る

従
業
員
の
数
が
五
人
（
商
業
又
は

サ
ー
ビ
ス
業
を
主
た
る
事
業
と
す

る
事
業
者
に
つ
い
て
は
、
二
人
）

以
下
の
会
社
及
び
個
人
。

●
申
込
み
締
切
り
は
、
７
月
２
日　
（金）

で
す
。

※
従
業
員
数
に
は
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー

を
含
み
ま
せ
ん
。
ま
た
、
生
計
を

一
に
す
る
家
族
等
も
除
か
れ
ま
す
。

組
合
研
究
集
会
助
成
事
業
の
募
集

申
込
は
調
査
労
働
チ
ー
ム
ま
で

１６年度

１
、
青
年
部
研
究
会
事
業
＝
青
年
部

員
が
次
に
掲
げ
る
事
項
に
関
し
て
自

由
に
討
議
し
、
研
究
を
行
う
。

　

①
経
営
管
理
、
販
売
管
理
、
経
理
、

財
務
、
労
務
、
組
織
運
営
等
に
関
す

る
青
年
経
営
者
等
の
資
質
向
上
を
図

る
た
め
の
研
究
②
新
製
品
の
開
発
、

新
技
術
の
導
入
、
新
分
野
進
出
、
そ

の
他
直
面
し
て
い
る
問
題
に
関
す
る

研
究
③
中
小
企
業
及
び
組
合
等
の
今

後
の
あ
り
方
に
関
す
る
研
究

（
本
事
業
は
、
組
合
等
と
中
央
会
と

の
共
催
で
実
施
し
、
補
助
金
を
交
付

す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。）

【
助
成
事
業
者
】
組
合
等
で
、
青
年
部

が
設
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

【
助
成
率
】
２
／
３
（
中
央
会
）、
１

／
３
（
組
合
等
自
己
負
担
）

【
助
成
金
の
上
限
】
三
十
万
円
以
内

【
募
集
組
合
数
】
若
干
数

２
、
組
合
等
集
中
指
導
事
業
＝
組
合

等
が
抱
え
る
諸
課
題
解
決
の
た
め
、

以
下
に
掲
げ
る
テ
ー
マ
に
つ
い
て
集

中
的
（
三
回
程
度
）
に
研
究
会
等
を

行
う
。

　

①
商
業
・
サ
ー
ビ
ス
業
組
合
等
が

抱
え
る
諸
課
題
へ
の
対
処
②
異
業
種

の
連
携
に
よ
る
も
の
づ
く
り
や
新
分

野
へ
の
進
出
等
へ
の
対
処
③
地
域
の

活
性
化
や
地
域
産
品
の
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
等
の
地
域
お
こ
し
へ
の
対
処
④

労
働
問
題
や
労
働
力
確
保
へ
の
対
処

⑤
地
域
産
業
の
集
積
に
よ
る
中
小
企

業
の
活
性
化
へ
の
対
処
⑥
物
流
効
率

化
法
へ
の
対
応
や
物
流
問
題
へ
の
対

処
⑦
エ
ネ
ル
ギ
ー
環
境
問
題
へ
の
対

処
⑧
情
報
化
の
促
進
（
マ
ル
チ
メ
デ

イ
ア
の
活
用
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築

改
善
へ
の
対
処
等
）
⑨
組
合
等
の
管

理
・
事
業
運
営
、
会
計
税
務
等
の
再

検
討

（
本
事
業
は
、
中
央
会
の
行
う
事
業

で
あ
り
、
補
助
金
を
交
付
す
る
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。）

【
助
成
事
業
者
】
組
合
等

【
助
成
率
】
２
／
３
（
中
央
会
）、
１

組
合
等
助
成
事
業
の
募
集

１７年度第　

回
中
小
企
業
団
体
全
国
大
会
は
新
潟
県
で
開
催

５６

�
…『
第　

回
中
小
企
業
団
体
全
国
大
会
』参
加
者
募
集
！　

中
央
会
・
情
報
広
報
チ
ー
ム
〔
℡
〇
五
八

－

二
七
七

－

一
一
〇
二
〕
ま
で
。
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飛
騨

支
所
だ
よ
り

Ｔ
Ｅ
Ｌ
／
Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
五
七
七－

三
四－

四
三
〇
〇

Ｅ
-m
ail：
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高
山
市
天
満
町
五－

一－

一
二
（
高
山
米
穀
駅
前
ビ
ル
内
）

松
野
信
一
支
所
長
、
武
田
京
子
・
水
野
謙
二
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岐
阜
県
の
美
濃
焼
は
、
依
然
と
し
て

日
本
一
の
生
産
量
を
誇
る
地
位
を

保
っ
て
い
る
が
、
そ
の
出
荷
額
は
減
少

を
続
け
て
お
り
、
厳
し
い
状
況
に
立
た

さ
れ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
中
、
陶
磁
器
業
界
は
、
再

度
海
外
市
場
に
目
を
向
け
る
こ
と
に

よ
り
、業
界
の
活
性
化
を
目
指
そ
う
と

す
る
動
き
が
出
て
き
た
。

　

土
岐
輸
出
陶
磁
器
完
成
協
同
組
合

は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
商
取
引
専
門
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（
Ｂ
ｔ
ｏ
Ｂ
サ
イ
ト
）に

和
食
器
を
掲
載
し
、
海
外
の
バ
イ
ヤ
ー

ら
に
紹
介
し
た
。
す
る
と
、
多
く
の

国
々
か
ら
相
当
の
引
合
い
が
あ
り
、
和

食
器
市
場
の
広
が
り
を
認
識
し
た
の

だ
が
、
見
積
り
を
提
示
す
る
と
交
渉

が
止
ま
っ
て
し
ま
う
の
が
現
状
で
あ
る
。

　

理
由
は
、中
国
製
の
和
食
器
と
比
較

し
て
、価
格
が
高
す
ぎ
る
た
め
で
あ
り
、

和
食
器
が
中
国
製
品
に
勝
て
な
い
状

況
に
あ
る
。

　

こ
の
た
め
、
価
格
競
争
で
は
な
く
、

品
質
を
向
上
さ
せ
る
と
と
も
に
、和
食

文
化
を
提
案
す
る
こ
と
に
よ
り
、付
加

価
値
の
高
い
製
品
開
発
を
行
い
、
こ
れ

と
海
外
市
場
を
め
ざ
す
組
織
の
シ
ス

テ
ム
づ
く
り
を
支
援
す
る
こ
と
と
し
た
。

　

具
体
的
に
は
、組
織
の
取
引
ル
ー
ル
、

費
用
負
担
の
方
法
、利
益
配
分
の
方
法

等
商
取
引
と
は
異
な
る
共
同
事
業
の

基
本
構
想
を
策
定
し
、
産
地
内
の
関

連
業
者
に
賛
同
者
を
募
り
、
組
織
づ

く
り
を
行
う
も
の
で
あ
る
。

　

国
、
県
に
つ
い
て
も
こ
う
し
た
動
き

を
支
援
す
る
方
針
で
あ
り
、
関
係
業

界
各
層
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
期
待

し
て
お
り
ま
す
。

を
海
外
市
場
に
提
案
し
よ
う
と
検
討

し
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
活
動
は
、産
地
全
体
で
取

り
組
む
必
要
が
あ
る
た
め
、
本
会
は
、

今
年
度
、
産
地
内
の
業
種
を
超
え
た

新
た
な
枠
組
み
に
よ
る
組
織
づ
く
り

性
的
で
魅
力
あ
る
地
域
で
、
全
国
的

に
見
て
も
大
変
個
性
的
な
地
域
で
あ

る
。

　

そ
も
そ
も
飛
騨
地
域
は
、
江
戸
時

代
に
は
「
藩
」
で
は
な
く
、「
天
領
」

と
い
う
徳
川
幕
府
の
直
轄
地
で
あ
っ

た
。
そ
の
た
め
、
都
の
文
化
が
直
接

入
り
、
厳
し
く
も
豊
か
な
自
然
風
土

の
中
で
、
有
名
な
「
高
山
祭
」
に
代

表
さ
れ
る
多
彩
で
雅
や
か
な
習
俗
が

育
ま
れ
て
き
た
。

　

番
組
で
は
、
有
名
旅
館
の
舞
台
裏

や
飛
騨
匠
の
最
前
線
、
今
時
の
元
気

高
校
生
、
そ
し
て
季
節
に
ま
つ
わ
る

　

こ
の
四
月
か
ら
岐
阜
放
送
の
土
曜

日
夕
方
に
、新
し
く
三
十
分
番
組「
飛

騨
國
（
ひ
だ
こ
く
）
テ
レ
ビ
」（
毎
週

土
曜
日
、
午
後
６
時　

分
〜
７
時
）

３０

が
ス
タ
ー
ト
し
た
。

　

こ
れ
は
、
飛
騨
か
ら
発
信
す
る
初

め
て
の
地
元
密
着
型
情
報
生
番
組
で
、

岐
阜
放
送
高
山
ス
タ
ジ
オ
を
キ
ー
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
に
こ
の
地
方
で
活
躍
す

る
多
彩
な
ゲ
ス
ト
を
迎
え
、
飛
騨
人

の
視
点
に
立
っ
た
飛
騨
の
最
新
情
報

を
伝
え
て
い
る
。

　

飛
騨
地
方
は
、
独
特
の
風
土
、
歴

史
、
文
化
や
産
業
な
ど
を
持
っ
た
個

『
飛
騨
國
テ
レ
ビ
』が
ス
タ
ー
ト

　

美
濃
焼
業
界
の
挑
戦
！

　

岐
阜
県
中
央
会
前
副
会
長
で
、
平

成
九
年
よ
り
全
国
中
小
企
業
団
体
中

央
会
の
監
事
を
務
め
ら
れ
、
十
五
年

度
を
も
っ
て
退
任
さ
れ
た
岡
本
太
右

衛
門
氏
が
、
全
国
中
央
会
よ
り
「
中

小
企
業
振
興
功
労
者
特
別
顕
彰
」（
中

小
企
業
団
体
功
労
章
）
を
受
章
さ
れ

た
。

　

岡
本
氏
は
、
岐
阜
県
鋳
物
工
業
協

同
組
合
理
事
長
、
岐
阜
県
銑
鉄
鋳
物

工
業
組
合
理
事
長
、　

日
本
鋳
物
工

（社）

業
会
会
長
な
ど
も
歴
任
さ
れ
て
お
り
、

本
会
に
お
い
て
は
、
平
成
四
年
か
ら

平
成
十
六
年
五
月
末
ま
で
副
会
長
と

し
て
ご
尽
力
頂
い
た
。

　

五
月
二
十
七
日
に
全
日
空
ホ
テ
ル

（
東
京
都
）
で
行
わ
れ
た
全
国
中
央

会
の
通
常
総
会
の
中
で
受
賞
式
が
行

わ
れ
、
表
彰
状
と
記
念
の
メ
ダ
ル
が

贈
呈
さ
れ
た
。

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	



岡
本
前
副
会
長
に
特
別
顕
彰

全
国
中
央
会
よ
り
受
章

飛
騨
情
報
な
ど
地
元
取
材
班
が
密
着

取
材
し
た
も
の
を
放
映
し
て
い
る
。

　

飛
騨
の
話
題
を
豊
富
に
提
供
し
て

い
る
「
飛
騨
國
テ
レ
ビ
」
を
ご
覧
に

な
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

万一の事故から�
　　　　あなたの財産を守る�
　　　　　　　　　　火災共済�！！�

普通火災共済・総合火災共済の�

岐阜県火災共済協同組合�
岐阜市六条南2丁目11-1�
TEL（058）272-3555（代）�

東
濃

支
所
だ
よ
り

Ｔ
Ｅ
Ｌ
／
Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
五
七
二－

二
五－

〇
八
六
五

Ｅ
-m
ail：
ch
u
o
k
ait@
q
u
artz.o

cn
.n
e.jp

多
治
見
市
東
町
一－

九－

三
（
美
濃
焼
セ
ン
タ
ー
）

三
宅
利
勝
支
所
長
、
後
藤　

諭
・
板
津
朱
里
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〈
Ｅ
メ
ー
ル
〉
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中
央
会
事
務
局
の
組
織
変
更

係
に
関
す
る
各
種
情
報
の
提
供
な
ど

を
実
施
す
る
予
定
。

　

な
お
、
役
員
改
選
で
は
後
藤
利
夫

会
長
が
再
選
さ
れ
た
。

�
…
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
管
理　
　

開
催
日　

７
月　

日　
　

時
〜
４
時　

分　
　

受
講
料　

一
万
五
千
円

29

10

45

【
お
問
い
合
わ
せ
】全
国
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
専
門
研
修
セ
ン
タ
ー　

℡
〇
五
八
四

－

七
七

－

一
一
一
三

この広報紙は岐阜県からの助成を受けています。

岐阜県米菓工業協同組合
理 事 長　加　 藤　 都喜男

安八郡墨俣町大字二ツ木字土腐２０１番地の１
�〈0584〉62-5315　〒 503-0105
FAX 〈0584〉 6 2 - 5 3 1 4

　

〜　

日　

岐
阜
県
建
具
工
業

21

24
（
協
）・
第　

回
岐
阜
県
優
良
建
具

35

展
示
会
（
道
の
駅
・
ひ
だ
朝
日
村
）

　

日　

全
国
中
央
会
事
務
局
代
表
者

26
会
議
（
全
国
中
央
会
）

　

日　

全
国
中
央
会
平
成　

年
度
通

27

16

常
総
会
（
全
日
空
ホ
テ
ル
）

　

日　

中
央
会
・
第　

回
通
常
総
会

31

49

（
ソ
フ
ト
ピ
ア
ジ
ャ
パ
ン
）

〈
五
月
中
〉

3
〜
5
日　

第　

回
土
岐
美
濃
焼
ま

27

つ
り
（
美
濃
焼
卸
商
業
団
地
）

　

美
濃
焼
伝
統
工
芸
品
ま
つ
り
（
美

濃
焼
伝
統
産
業
会
館
）

　
　

だ
ち
窯
や
ま
つ
り
・
定
林
寺
ま

つ
り
窯
元
巡
り
（
土
岐
市
）

　

日　

中
央
会
・
監
事
会
（
中
央
会
・

10
情
報
サ
ロ
ン
）

　

日　

岐
阜
地
方
最
低
賃
金
審
議
会

13
（
岐
阜
合
同
庁
舎
）

　

日　

中
央
会
レ
デ
ィ
ー
ス
ク
ラ
ブ

24
第
５
回
通
常
総
会
（
グ
ラ
ン

ヴ
ェ
ー
ル
岐
山
）

第　

回
通
常
総
会
を
開
催

３１

県
労
務
管
理
モ
デ
ル
集
団
協
会

　

岐
阜
県
労
務
管
理
モ
デ
ル
集
団
協

会
（
後
藤
利
夫
会
長
）
は
、
五
月
二

十
六
日
に
第　

回
通
常
総
会
を
岐
阜

31

市
市
橋
の
ウ
ェ
ル
サ
ン
ピ
ア
岐
阜
で

開
催
し
た
。

　

平
成
十
五
年
度
事
業
報
告
、
収
支

決
算
書
、
平
成
十
六
年
度
事
業
計
画
、

収
支
予
算
の
ほ
か
、
規
約
の
一
部
改

正
、
役
員
改
選
な
ど
六
議
案
の
承
認

を
行
っ
た
。

　

労
務
管
理
研
究
事
業
と
し
て
研
修

会
の
開
催
、
会
員
に
対
し
て
労
務
関

岐阜県中小企業団体中央会組織・機構図�

会　　　長�

チーフリーダー　松野 信一�

辻　　正�

森本 安彦�

石田 泰男�

藤澤 志成�

村井 朝美�

チーフリーダー�
　河村 秀彦�
サブリーダー�
　窪田 英男�
スタッフ�
　平田 達彦�

●情報室�
サブリーダー兼�
情報室長�
　木村 和範�
スタッフ�
　安達 洋子�
スタッフ�
　小林 寛司�
スタッフ�
　大島 達也�

●広報室�
サブリーダー兼�
広報室長�
　高橋　 徹�
スタッフ�
　安田 真也�
スタッフ�
　高橋 一太�

チーフリーダー�
　池田 眞澄�
サブリーダー�
　大沼 浩宣�
スタッフ�
　森瀬　 融�
スタッフ�
　高井 和貴�
スタッフ�
　中林 伸介�

（兼）チーフリーダー�
　村井 朝美�
サブリーダー�
　曽我 圭次�
スタッフ�
　神谷 敦子�
スタッフ�
　大熊 律子�

支所長�
　三宅 利勝�
サブリーダー�
　後藤　 諭�
スタッフ�
　板津 朱里�

（兼）支所長�
　松野 信一�
スタッフ�
　武田 京子�
スタッフ�
　水野 謙二�

事務局長�

参　　　事�

事務局次長�

専務理事�

飛弾支所�管理調整チーム�組織指導チーム�情報広報チーム�調査労働チーム� 東濃支所�

［平成１６年６月１日現在］�

　

中
央
会
は
、
六
月
一
日
付
け
で
組

織
変
更
を
行
い
ま
し
た
。
上
記
「
組

織
・
機
構
図
」
の
と
お
り
で
す
。〔（　

）

内
は
前
職
〕

　

▽
事
務
局
長
＝
藤
澤
志
成
（
事
務

局
長
兼
情
報
企
画
チ
ー
ム
チ
ー
フ

リ
ー
ダ
ー
）
▽
情
報
広
報
チ
ー
ム

チ
ー
フ
リ
ー
ダ
ー
兼
飛
騨
支
所
長
＝

松
野
信
一
（
広
報
振
興
チ
ー
ム
チ
ー

フ
リ
ー
ダ
ー
兼
飛
騨
支
所
長
）
▽
情

報
広
報
チ
ー
ム
サ
ブ
リ
ー
ダ
ー
兼
広

報
室
長
＝
高
橋
徹
（
広
報
振
興
チ
ー

ム
サ
ブ
リ
ー
ダ
ー
）
▽
情
報
広
報

チ
ー
ム
サ
ブ
リ
ー
ダ
ー
兼
情
報
室
長

＝
木
村
和
範
（
情
報
企
画
チ
ー
ム
サ

ブ
リ
ー
ダ
ー
）
▽
情
報
広
報
チ
ー
ム

＝
安
達
洋
子
（
情
報
企
画
チ
ー
ム
）、

小
林
寛
司
（
同
）、
大
島
達
也
（
同
）、

安
田
真
也
（
広
報
振
興
チ
ー
ム
）、
高

橋
一
太
（
同
）
▽
管
理
調
整
チ
ー
ム

サ
ブ
リ
ー
ダ
ー
＝
曽
我
圭
次
（
同

チ
ー
ム
ス
タ
ッ
フ
）
▽
調
査
労
働

チ
ー
ム
サ
ブ
リ
ー
ダ
ー
＝
窪
田
英
男

（
同
チ
ー
ム
ス
タ
ッ
フ
）


